
長野水試5,17-18(2001）

17

内村川の粗石付斜面型魚道での魚類のそ上と降下＊

山 本聡・三城舅

MigrationoffishthroughtheboulderyslopingfishwayintheUchimuraRiver

SatoshiYamamoto,IsamuSanjyou

長野県内の河||では階段型魚道の施工例が多いが、階段型

魚道は遊泳魚を対象としたものであり、カジカ、カマツカな

どの底生魚には必ずしも適さない。遊泳魚、底生魚とも、そ

上できる構造の魚道のひとつとして粗石付き斜面型魚道')が

あるが、河!|における魚類のそ上降下状況については調査例

が少なく、この形式が採用されない一因となっている。本報

では、堤高が比較的小さい堰堤に設置された粗石付き斜面型

魚道について生息魚の移動状況を調査し、そ上降下について

知見を得たので報告する。

（図l)。以下、虚空蔵頭首工魚道と称すb頭首工堰堤は幅が

11.0mで堤の高さが1.5mである｡魚道は巨礫を入れた木工沈

床を、縦釿方向に4段組み合わせて斜面を形成している。魚

道の延長は9.8mで、平均勾配は1/6.53である。1997年6月

12日における魚道最上部の堰堤天端との落差は20cmであっ

た。同日の堰堤天端の水深は一様に6cmで、流速は6～50cny

秒の範囲にあり、平均流速は36cm/秒であった。

魚道周辺の内村川は、河ｿ||幅が3．0～11.0m、河川形態型

は可児幻の示すAa－Bb移行型である。虚空蔵頭首工魚道の標

高は610mである｡川岸はツルヨシ群落あるいは自然の礫の部

分が多いが、一部ではコンクリート護岸が水に接している。

魚類のそ上・降下調査

そ上降下状況の把握は、生息魚に魚道上流と下流で異なる

標識を施し、その後の移動を調べることで行った。調査区間

は、虚空蔵頭首工下流220mの淵尻から頭首工の265m上流の

別の頭首工までの485mの区間とした｡生息魚種の採捕のため

に、1997年6月17日、18日に電気シヨッカー(FISHSH虻旺R

－Ⅱ：㈲フロンティアエレクトリック）を使用した。遊泳魚

ではアユ、ヤマメ、アブラハヤ、ウグイ、モツゴ、フナが、

底生魚ではカマツカ、シマドジョウが確認された（表l)。魚

材料と方法

調査河川と魚道の概要

長野県小県郡丸子町の千曲川水系依田川支流内楜||の、虚

空蔵頭首工に設置された粗石付き斜面型魚道で調査を行った
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表1生息罐忍魚種と檮哉数（1997年6月17-18日）
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道上流で採捕した個体は右腹ビレを、下流で採捕した個体は

左腹ビレを切除して標識とし、謡甫した地点に放流した。

確認種の中に底生魚は少なかった。また漁業協同組合から

の間取りによると調査区間には過去カジカが生息していたと

のことなので、1997年10月23日に、当支場で飼育した千曲図1内村川虚空蔵頭首工魚道の位置（矢印）と魚道の全景
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川由来のカジカ成魚250個体を魚道直下に放流した。放流魚

の平均全長は8.4cmで､Goto3)により第1背鰭の疎を抜いて標

識とした。移動の確認は、1998年12月25日に電気ショッカ

ーを用いて行った。
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結果

図2標識個体の移動状況

1998年12月の調査で表2に示した魚種が採捕された。標

識魚は、ウグイが37尾、カマツカが9尾再捕された。放流し

たカジカは魚道下流で1尾確認されたのみであった（図2)。

再捕個体のうち堰堤下で標識されたウグイの移動状況をみる

と堰堤上に移動した個体が1尾、堰堤下に留まった個体が25

尾であった。同じくカマツカでは堰堤上に移動した個体が2

尾、堰堤下に留まった個体が3尾となった。再捕個体のうち

堰堤上で標識されたウグイの移動状況をみると堰堤下に降下

した個体が1尾､堰堤上に留まった個体が10尾となった。同

じくカマツカでは堰堤下に移動した個体が3尾堰堤下に留

まった個体が1尾となった。ウグイとカマツカを比べると、

カマツカのほうが上下両方向とも移動している傾向が強かっ

た。

比率が高かった。全面型の粗石付き斜面型魚道は遊泳魚、底

生魚ともそ上降下できる魚道形式であることが確認された。

要約

千曲川水系依田川支流内村川の虚空蔵頭首工に設置され

た粗石付き斜面型魚道において、魚道上下の生息魚種に

標識をつけて移動を調査した。

魚道の上下間においてウグイ、カマツカの移動が確認さ

れ、粗石付き斜面型が遊泳魚、底生魚ともそ上降下でき

る形式であることが示唆された。
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1998年は例年にない雪解けによる増水、梅雨前線、台風に

よる増水が続き、春から秋にかけて十分な播甫調査が行えな

かった。このため生息魚種全体の移動状況を把握することは

できなかったが、再捕数の多いウグイ、カマツカについては

移動状況を知ることができた。

中村9は低い砂防ダムに適した魚道の形式として､粗石付き

斜面型をさらに発展させた「粗石つき斜曲面魚道」をあげて

いる｡虚空蔵頭首工魚道は､斜曲面ではなかったが、ウグイ、

カマツカについて堰堤の上流から下流、下流から上流の両方

向について移動が認められ、特にカマツカで移動した個体の

n、
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